
11月19日 議会報告会

市内の３つの高等学校（瑞浪高校、麗澤瑞浪高校、中京高校）の生徒 34名の参加を
得て、議会報告会を「議場」で実施しました。
平成 26年６月の公職選挙法の改正により、今年６月 19日から選挙権が 18歳に引

き下げられます。若い人にも政治に興味を持ってもらい、投票所に足を運んでほしい
ものです。
私たち市議会も、あらゆる年齢層からの声を聴き、日々の活動に励みます。

高校生と
意見交換
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10/24
陶公民館 25名

瑞浪市議会では、昨年10月24日（土）、11月９日（月）、19日（木）の３日にわたり、新たなる取り組みとして、普
段市議会と膝を交える機会が比較的少ないと思われる「高齢者・子育て世代・高校生」を対象とし、計95名の参
加を得て、議会報告会を行いました。
陶町の「サロン一歩」、釜戸町の「かふぇみなくる」、及び「瑞浪高校・麗澤瑞浪高校・中京高校」の関係各位
には、報告会開催にあたり大変ご協力をいただき、誠にありがとうございました。「意見交換」で皆様からいた
だいた貴重な声は、これからの議会活動に活かして参ります。

新たなる取組み

平成27年度　議会報告会　ご参加ありがとうございました

参加者数

11/9
釜戸公民館 36名

11/19
議　場 34名 

議 　　場

陶会場 釡戸会場
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アンケートから

陶会場

参加者の

80歳以上 50歳代

60歳代

70歳代

年代構成

釜戸会場

80歳以上 20歳代

30歳代
50歳代

60歳代

40歳代

選挙権18歳繰り下げは？

高校生回答

興味がない
０％

好ましい
35％

どちらとも
いえない
44％

よく
わからない
15％

好ましくない
6％

意見交換で出た主なもの

一 
  般

癌患者など、悩みが多い人達の集いを、市が音頭を取りつくってはもらえないか。

独居高齢者が入所・入院して留守になっても、民生委員・社協福祉委員などに情報が伝わらない。個人情報保護
の観点もあろうが、地域で見守ることが大切と思う。制度上何らかの解決策はないものか。

雨天時の子供の遊び場が公民館以外にもほしい。ここに住みたくなるような環境整備をしてほしい。
中学校統合によるスクールバスの本数の検討をしっかりしてほしい。
保育部の保育料が高く働く意味が薄れる一方で、教育部の預け時間は短く働くことが難しい。
保育部の延長時間が各園によって違うので是正してほしい。18時までだとフルタイムで働けない。
高齢者の見守りなどボランティアスタッフの高齢化対策を考えてほしい。

高
校
生

地元産業と結び付いているまちは発展している。地域産業・企業の支援をどのように行っているのか。
来年から選挙権が与えられるが、候補者の選び方がよく分からない。何を基準に選んだらよいか。
駅前商店街はあまり知られていないので、もっと行事を増やしてみてはどうか。
多治見市などと比べ、瑞浪市の知名度は低いと思う。どんな手で知名度を上げていけると考えるか。
一般の人や高校生が参加できる身近なボランティア活動の企画はあるか。

一 
  般

陶はボランティア活動が盛んだが限界があるので、活動を支援して。空き家対策についての知識がほしい。
地方の時代、国内の地方だけでなく市内の地方、陶、日吉等の端部に情報・交通インフラ充実を。
議会は行政のチェック機関ではあるが、それのみではなく提案事項を多くし、その実現に向けた努力を。
太鼓クラブなど子育てにも重要、有用な文化活動に対し、財政的な支援をお願いします。
夜間出られない子育て世代の母親が平日午前中に参加し、正直な意見交換がたくさんできとてもよかった。
要望があってもなかなか実現しないのは、こういう会に参加して意見を言わないことが問題かなと思った。

高
校
生

とても分かりやすい説明で、政治に興味が出ました。是非私たちの意見をよろしくお願いします。
多くの人が瑞浪市に住みたいと思えるような市にできるよう頑張ってください。
立候補者のプロフィ－ルをまとめブログに掲載してみては。このままでは若者の選挙離れが深刻になる。
中津川市に住んでいますが、近くの瑞浪市がもっと活性化してくれたらうれしいです。
選挙権を持つにあたり責任感を持たねばと参加して感じた。政治に関する中学生向けの講習はありますか。
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総
務
文
教
委
員
会　
審
査
案
件
（
条
例
案
件 

３
件
、
予
算
案
件 

２
件
、
そ
の
他
の
案
件 

１
件
）

平成27年12月議会は、11月30日から12月22日までの23日間開催し、条例案件22件、その他の案件11件、人事案
件1件、予算案件6件、承認案件2件を審議しました。議決結果は14ページに掲載してあります。

平
成
27
年
度
瑞
浪
市
一
般
会
計

は
、
２
億
円
が
追
加
さ
れ
、
総
額

１
６
４
億
４
︐３
４
５
万
円
と
な

っ
た
。

今
年
の
地
方
交
付
税
が
33
億
２
︐

５
２
０
万
円
で
前
年
度
よ
り
約
５

千
万
円
増
と
な
っ
た
。

歳
出
の
補
正
の
主
な
も
の
で
は
、

市
役
所
耐
震
補
強
の
設
計
や
財
政

調
整
基
金
積
立
、
国
民
健
康
保
険

事
業
繰
出
金
が
増
額
さ
れ
た
。

総
務
文
教
委
員
会
所
管
分
中
、

夢
づ
く
り
地
域
交
付
金
で
は
、
ス

テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
事
業
の
申
請
が
今

年
度
中
に
は
無
い
と
見
込
ま
れ
る

こ
と
か
ら
、
６
０
０
万
の
減
額
と

な
っ
た
。

ま
た
、
こ
の
４
月
に
開
校
予
定

の
瑞
浪
南
中
学
校
で
、
土
日
等
に

行
わ
れ
る
ク
ラ
ブ
活
動
に
対
応
す

る
ク
ラ
ブ
バ
ス
は
、
年
間
70
日
、

１
日
３
便
の
運
行
を
計
画
し
契
約

準
備
に
入
る
こ
と
を
認
め
た
。

市
の
業
務
で
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
利
用

平
成
27
年
度
補
正
予
算
を
審
議

瑞浪市景観条例の制定
景観法が平成16年に公布され、
良好な景観形成に関する仕組みが
法的に位置づけられ、本市におい
ても平成24年３月に景観行政団体
に移行。以後、景観講演会の開催
や景観に関する市民アンケート、
地域懇談会を実施した。
瑞浪市の魅力を発信できる区域
や特徴ある景観を有している区域、
市民などが積極的に景観形成に取
組んでいる区域等を景観計画重点

区域として指定できることとして、
25・26年度に景観計画の素案を作
成、景観シンポジウムを開催する
とともに平成27年９月に計画案に
ついてのパブリックコメントを経
て、景観条例案が提案され、今議
会で議決した。
この条例により良好な景観形成
を推進するために専門的な立場か
ら助言等の支援を行なう瑞浪市景
観アドバイザー（３人以内で任期

２年）が設置される。また、良好
な景観の形成に関する事項につい
て調査や審議を行なうための瑞浪
市景観審議会（委員12人以内で任
期は２年）が設置される。一定の
地域においては良好な景観の形成
を図るため地域における推進活動
を目的とした地域景観協議会を設
置できることとなった。

納
税
者
の
負
担
の
軽
減
を
図
る

こ
と
を
含
め
、
市
税
条
例
の
一
部

改
正
を
認
め
た
。

や
む
を
得
な
い
事
情
が
あ
る
と

き
、
納
税
者
の
申
請
に
よ
り
、
換

価
・
徴
収
の
猶
予
が
受
け
ら
れ
る

制
度
が
新
た
に
で
き
た
。

延
滞
金
の
金
利
９
・
１
％
が
猶

予
が
適
用
さ
れ
る
と
特
例
措
置
で

１
・
８
％
に
軽
減
さ
れ
る
。
法
人

番
号
の
取
り
扱
い
の
変
更
に
つ
い

て
は
、
平
成
28
年
１
月
１
日
施

行
。
申
請
に
よ
る
猶
予
制
度
は
、

平
成
28
年
４
月
１
日
か
ら
施
行
さ

れ
る
。

行
政
手
続
き
に
お
け
る
特
定
の

個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の

利
用
等
に
関
す
る
法
律
（
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
法
）
が
平
成
28
年
１
月
１

日
か
ら
施
行
さ
れ
た
。
法
に
よ
ら

ず
市
が
独
自
に
行
う
行
政
事
務
で

利
用
す
る
場
合
は
条
例
を
制
定
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
の
た
び
、
こ
の
法
律
に
基
づ

く
個
人
番
号
の
利
用
に
関
す
る
条

例
を
審
議
の
う
え
認
め
た
こ
と
に

よ
っ
て
、
福
祉
、
市
税
、
公
営
住

宅
、
保
険
、
母
子
保
健
な
ど
の
う

ち
、
規
則
で
定
め
る
事
務
に
つ
い

て
、
個
人
番
号
が
利
用
で
き
る
こ

と
と
な
っ
た
。
番
号
の
管
理
に
つ

い
て
は
慎
重
に
取
り
扱
わ
れ
る
こ

と
を
期
待
す
る
。
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釡戸町論栃の廃タイヤを処分
経済建設委員会　審査案件（条例案件 15件、予算案件 ３件、その他の案件 ４件）

投棄された廃タイヤ

平成 25 年 12 月解散、現在清算
中の特例財団法人釜戸産業振興財
団から市に寄付の申し出を受けた
土地に不法投棄されている推定７
千本の廃タイヤの撤去を行うため
の釜戸町論栃地内廃タイヤ処分事
業２千万円の補正予算案を審議し
た。
一般社団法人　日本自動車タイ
ヤ協会の原状回復支援金、岐阜県

不適正処理廃棄物撤去支援事業費
交付金、財団清算完了時の寄附金
に加え、不法投棄されている土地
の一部に釜戸財産区所有地があり、
この分の撤去費について同財産区
が費用負担することで、実質的に
市の支出を伴わない事業として実
施できることからこれを認めた。
平成 28 年度には全て撤去され
る見込みである。

民
生
福
祉
委
員
会　
審
査
案
件
（
条
例
案
件 

３
件
、
予
算
案
件 

３
件
、
そ
の
他
の
案
件 

６
件
）

申
請
の
際
記
載
事
項
に

「
個
人
番
号
」を
明
記

障
害
児
支
援
給
付
費
が
増
額

放課後デイサービス（イメージ）

補
正
予
算
で
は
障
害
児
支
援
給
付

費
が
１
︐５
０
６
万
円
増
額
し
た
。

放
課
後
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
数
は
、

平
成
27
年
３
月
末
の
15
名
か
ら
２
倍

以
上
の
38
名
と
飛
躍
的
に
増
え
た
。

本
事
業
は
、
制
度
が
定
着
し
た
こ
と

と
、
送
迎
サ
ー
ビ
ス
も
充
実
し
て
い

る
こ
と
な
ど
か
ら
、
利
用
者
が
増
加

し
て
い
る
。

ま
た
、
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別

会
計
補
正
予
算
で
は
、
健
康
管
理
指

導
事
業
の
「
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
計
画
策

定
事
業
」
に
つ
い
て
、
当
初
民
間
へ

の
委
託
を
予
定
し
て
い
た
と
こ
ろ
、

職
員
の
手
で
直
接
策
定
す
る
こ
と
と

し
た
た
め
、
４
８
６
万
円
を
減
額
し

た
。こ

れ
ら
を
は
じ
め
、
３
つ
の
会
計

に
つ
い
て
の
補
正
予
算
案
を
慎
重
に

審
議
の
う
え
、
こ
れ
を
可
決
し
た
。

施
設
ご
と
に
５
年
に
一
度
行
わ
れ

る
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て
審

議
を
行
っ
た
。

老
人
憩
い
の
家
３
施
設
「
寿
楽

荘
、
福
寿
荘
、
桜
寿
荘
」
、
在
宅
老

人
福
寿
荘
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ

ー
、
在
宅
老
人
桜
寿
荘
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー
、
市
民
福
祉
セ
ン
タ

ー
、
障
害
者
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ

ー
「
さ
く
ら
」
、
子
ど
も
発
達
支
援

セ
ン
タ
ー
、
陶
児
童
館
、
土
岐
児
童

セ
ン
タ
ー
、
樽
上
児
童
セ
ン
タ
ー
、

南
小
田
児
童
館
の
管
理
・
運
営
を
社

会
福
祉
法
人
瑞
浪
市
社
会
福
祉
協
議

会
に
指
定
す
る
こ
と
を
議
決
し
た
。

条
例
で
は
、
瑞
浪
市
国
民
健
康
保

険
条
例
の
一
部
改
正
、
瑞
浪
市
介
護

保
険
条
例
の
一
部
改
正
い
ず
れ
も
徴

収
猶
予
申
請
の
際
、
記
載
事
項
に

「
個
人
番
号
」
を
記
入
す
る
こ
と
が

加
え
ら
れ
た
。

ま
た
、
法
改
正
に
伴
う
瑞
浪
市
指

定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の
人
員
、

設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定

め
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
審

議
を
行
っ
た
。

３
条
例
案
件
と
も
こ
れ
を
原
案
可

決
す
る
こ
と
に
決
し
た
。
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就
学
区
域
の
見
直
し

　
　
　
地
区
の
総
意
を
も
っ
て
対
応

下
水
道
の
公
営
企
業
会
計
を

　
経
営
基
本
計
画
に
よ
り
取
り
組
む

　

か
ね
て
か
ら
自
治
会
と
就
学

区
域
が
不
自
然
に
ず
れ
て
い
る
問

題
が
言
わ
れ
て
い
る
が
、
学
区
を

見
直
し
た
ら
ど
う
か
。

　

現
在
全
力
で
進
め
て
い
る
中

学
校
統
合
に
係
る
就
学
区
域
の
変

更
以
外
の
見
直
し
は
考
え
て
い
な

い
。「
自
治
会
区
域
に
合
わ
せ
て
、

就
学
区
域
の
見
直
し
を
図
っ
て
ほ

し
い
」
と
い
っ
た
個
別
的
な
要
望

が
あ
る
場
合
に
は
、
町
や
地
区
全

体
の
総
意
と
し
て
、
教
育
委
員
会

に
お
伝
え
い
た
だ
き
た
い
。
就
学

区
域
の
見
直
し
要
望
が
地
域
の
み

な
さ
ん
の
総
意
で
あ
る
こ
と
が
確

認
で
き
れ
ば
瑞
浪
市
学
区
制
審
議

会
に
諮
問
を
し
て
、
す
み
や
か
に

対
応
す
る
。

　

公
共
下
水
道
及
び
農
業
集
落

排
水
の
整
備
区
域
の
水
洗
化
率
は

94
・
３
％
で
あ
り
、
人
口
減
少
が

進
む
中
、
今
後
下
水
道
加
入
率
の

大
幅
な
増
加
は
期
待
で
き
な
い
。

平
成
28
年
度
か
ら
公
営
企
業
会

計
と
な
る
が
、
ど
の
よ
う
に
取
り

組
む
の
か
。

　

人
口
減
少
か
ら
推
測
さ
れ
る

営
業
収
益
の
低
迷
に
よ
る
経
営
圧

迫
に
対
し
、
営
業
費
用
と
営
業
収

益
か
ら
な
る
営
業
成
績
を
適
正
に

管
理
し
、
経
営
改
善
、
経
営
判
断

を
的
確
に
行
っ
て
経
営
の
質
の
向

上
に
努
め
る
。
今
後
の
事
業
投
資

に
か
か
る
費
用
、
財
源
、
管
理
運

営
に
か
か
る
コ
ス
ト
抑
制
と
収
益

を
盛
り
込
ん
だ
中
長
期
的
な
経
営

基
本
計
画
の
策
定
に
早
急
に
取
り

組
ん
で
い
く
。

ま
た
、
公
営
企
業
会
計
に
よ
り

明
確
に
な
る
下
水
道
使
用
料
で
回

収
す
べ
き
経
費
と
将
来
の
投
資
経

費
を
踏
ま
え
て
、
適
正
な
使
用
料

計
算
を
行
い
、
必
要
な
時
は
使
用

料
改
定
を
お
願
い
す
る
。

市政一般質問では、議員が市長等に対し、行政全般にわたり市の施策や方針など諸問題について質問し、答弁を求
めます。
12月議会では11人の議員が24の標題にわたって質問をしました。質問した議員ごとに主な質問を掲載しています。

成瀬徳夫（新政みずなみ）
・下水道の加入促進について
・自治会と就学区域の違いについて
渡邉康弘(虹)
・がん予防対策について
・まちづくり推進組織や市民団体の活動について
柴田増三（新政みずなみ）
・河川及び道路沿いの立木・雑草の処理について
・スポーツ振興と施設の管理運営について
小木曽光佐子（新政みずなみ）
・まちづくり活動支援について
・高齢者の生活支援について
・観光資源の魅力向上について
・地域防災について
大久保京子（新政みずなみ）
・本市におけるマイナンバー制度導入への対応につ
いて

・本市公用バスの今後について
大島正弘（市民ファーム）↗

・使用済みスプレー缶・カセットボンベの回収方法
について
・市道下益見１号線の歩道整備について
・西分庁舎の利用方法について
加藤輔之（新政みずなみ）
・地域包括ケアシステム構築に向けた取り組みにつ
いて

樋田翔太（清流会）
・合併浄化槽について
・児童生徒学業支援員派遣事業について
舘林辰郎（日本共産党）
・瑞浪市まち・ひと・しごと創生総合戦略について
・適応指導教室（こぶし教室）について
・介護保険の制度改正について
小川祐輝（新政みずなみ）
・瑞浪市のまちづくりについて
石川文俊（新政みずなみ）
・乳幼児等の福祉医療費助成制度について
・ドローンについて

成瀬徳夫（新政みずなみ）

浄化センター（下沖町）
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緩
和
ケ
ア
の
導
入
を

　

が
ん
患
者
と
そ
の
家
族
一
人

ひ
と
り
の
心
の
様
々
な
辛
さ
を
和

ら
げ
、
よ
り
豊
か
な
人
生
を
送
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
支
え
、
患

者
さ
ん
と
そ
の
家
族
が
自
分
ら
し

く
生
き
ら
れ
る
よ
う
に
と
緩
和
ケ

ア
の
活
動
が
行
わ
れ
て
い
る
。
こ

う
し
た
活
動
に
対
し
て
支
援
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
か
。

　

今
ま
で
拠
点
病
院
の
み
で
の

活
動
で
あ
っ
た
サ
ロ
ン
の
よ
う
な

活
動
を
地
域
で
発
足
し
活
動
す
る

こ
と
は
、
対
象
と
な
る
方
々
に
と

っ
て
、
心
の
支
え
に
な
る
も
の
と

考
え
て
い
る
。
市
と
し
て
も
こ
う

し
た
活
動
を
広
報
等
で
周
知
し
、

一
人
で
も
多
く
の
方
が
参
加
で
き

る
よ
う
支
援
し
た
い
。
ま
た
市
内

で
サ
ロ
ン
と
同
様
な
活
動
を
さ
れ

る
場
合
は
、
気
軽
に
利
用
で
き
る

場
と
し
て
、
市
民
福
祉
セ
ン
タ
ー

の
利
用
が
可
能
で
あ
る
。

ま
ち
づ
く
り
に
若
者
の
参
加
を

　

高
校
生
・
大
学
生
へ
の
ま
ち

づ
く
り
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
や
高

校
生
を
対
象
に
し
た
議
会
報
告
会

の
結
果
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
・
公
共
活
動

に
参
加
し
た
い
と
考
え
て
い
る
若

者
は
多
い
。
瑞
浪
市
夢
づ
く
り
チ

ャ
レ
ン
ジ
研
究
室
の
メ
ン
バ
ー
が

中
心
と
な
り
、
気
軽
に
参
加
で
き

る
ま
ち
づ
く
り
活
動
の
環
境
整
備

を
行
っ
て
は
ど
う
か
。

　
「
子
ど
も
」「
若
者
」
と
共
に

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
と
い
う
意

識
は
高
ま
っ
て
い
る
。
そ
う
い
う

意
味
に
お
い
て
も
学
生
の
ま
ち
づ

く
り
へ
の
参
加
は
進
め
て
い
き
た

い
。
チ
ャ
レ
ン
ジ
研
究
室
で
は
、

若
者
の
視
点
か
ら
各
地
区
の
ま
ち

づ
く
り
活
動
へ
事
業
提
案
を
行
う

こ
と
を
目
標
に
活
動
が
始
ま
っ

た
。
ま
た
、
若
者
の
視
点
か
ら
ま

ち
づ
く
り
活
動
の
活
性
化
を
目
指

す
た
め
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
研
究
室
と

瑞
浪
青
年
会
議
所
と
の
連
携
も
考

え
て
い
る
。

ス
ポ
ー
ツ
振
興
と
施
設
の

　
管
理
運
営
・
用
具
の
有
効
活
用
は

河
川
・
道
路
等
公
共
施
設
の

　
美
化
保
全
は
里
親
制
度
の
活
用
を

　

ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
管
理
運
営

と
推
進
計
画
の
現
状
と
課
題
は
。

　

各
種
大
会
や
競
技
ス
ポ
ー
ツ

の
延
べ
参
加
者
数
は
、
増
加
傾
向

に
あ
る
も
の
の
、
特
定
の
人
に
限

ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
子
ど
も
を

対
象
に
し
た
事
業
や
ス
ポ
ー
ツ
教

室
な
ど
も
参
加
者
が
少
な
い
。
ま

ち
づ
く
り
組
織
や
ス
ポ
ー
ツ
団
体

等
と
の
連
携
や
ス
ポ
ー
ツ
の
魅
力

を
発
信
し
て
い
く
こ
と
が
今
後
の

課
題
で
あ
る
。

体
育
館
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
の

機
器
は
新
た
な
メ
ニ
ュ
ー
を
追
加
、

健
康
増
進
事
業
も
推
進
し
、
安
全

か
つ
快
適
な
施
設
環
境
を
整
え
て

い
く
。

用
具
の
貸
出
し
は
、
規
定
の
整

備
・
Ｐ
Ｒ
等
を
行
い
、
市
内
各
種

団
体
等
に
活
用
し
て
い
た
だ
き
た

い
。
推
進
計
画
は
「
第
六
次
総
合

計
画
」　「
瑞
浪
教
育
プ
ラ
ン
」　
の
具

現
状
況
を
見
極
め
、
中
間
見
直
し

時
期
に
あ
わ
せ
策
定
を
進
め
た
い
。

　

河
川
及
び
道
路
沿
い
の
立

木
・
雑
草
等
処
理
方
法
の
基
本
的

な
考
え
方
は
。

　

処
理
は
原
則
土
地
所
有
者
の

責
任
に
お
い
て
行
う
も
の
。
市
道

の
総
延
長
は
５
２
９
㎞
あ
り
、
沿

線
の
す
べ
て
を
市
で
除
草
す
る
こ

と
は
困
難
。
倒
木
等
に
よ
り
道
路

の
通
行
が
不
能
な
ど
、
緊
急
を
要

す
る
事
案
は
市
で
対
応
す
る
。
里

親
制
度
に
登
録
す
れ
ば
、
作
業
に

要
す
る
軍
手
や
草
刈
機
の
燃
料
等

を
支
給
す
る
。
市
民
活
動
補
償
制

度
に
よ
る
保
険
も
適
用
で
き
る
の

で
ぜ
ひ
活
用
さ
れ
た
い
。
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
等
に
よ
る
草
刈
・
伐
採
木

等
の
処
理
は
事
前
に
担
当
部
署
に

連
絡
が
あ
れ
ば
対
応
す
る
。
草
刈
・

伐
採
等
の
業
務
委
託
は
事
業
者
と

し
て
の
基
準
が
満
た
さ
れ
れ
ば
可

能
で
あ
る
。

渡邉康弘（虹）

市内で活動する緩和ケアサロン

ボランティアによる河川立木の伐採

柴田増三（新政みずなみ）
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地
域
防
災　
本
市
に
で
き
る
こ
と
は

本
市
公
用
バ
ス　
今
年
度
末
に
廃
止

　

市
は
今
後
、
地
区
防
災
に
力

を
入
れ
る
と
い
う
こ
と
だ
が
、
地

区
に
よ
り
防
災
へ
の
取
り
組
み
の

年
数
や
経
験
が
違
う
。
ボ
ト
ム
ア

ッ
プ
を
図
る
取
り
組
み
が
必
要
に

な
る
と
考
え
る
が
、
地
域
防
災
の

た
め
に
本
市
が
で
き
る
こ
と
は
何

か
。

　

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を

推
進
す
る
た
め
に
は
、
市
民
の
日

頃
の
備
え
に
加
え
、
自
助
・
共
助

に
重
点
を
置
い
た
地
域
防
災
力
の

向
上
が
必
要
で
あ
る
。「
防
災
リ

ー
ダ
ー
養
成
講
座
」
を
開
催
し
、

市
で
は
平
成
28
年
度
か
ら
「
み
ず

な
み
防
災
会
」
と
協
力
し
、
地
域

の
実
情
や
要
望
に
合
っ
た
小
単
位

で
の
防
災
訓
練
、
避
難
訓
練
を
実

施
す
る
と
と
も
に
、
子
供
た
ち
を

対
象
と
し
た
小
中
学
校
災
害
図
上

訓
練
、
防
災
マ
ッ
プ
作
り
な
ど
の

防
災
教
育
も
実
施
し
て
い
く
。

　

市
有
バ
ス
廃
止
理
由
と
今
後

の
対
応
は
。

　

現
在
運
転
業
務
を
民
間
委
託

し
て
い
る
が
、
次
の
理
由
に
よ
り

今
年
度
を
以
っ
て
廃
止
す
る
こ
と

と
し
た
。

①
車
両
特
性
と
し
て
、
年
間
に

２
０
０
日
以
上
稼
働
し
た
り
、
高

速
道
路
な
ど
を
長
距
離
走
行
す
る

よ
う
な
想
定
で
設
計
さ
れ
て
い

る
。
短
い
距
離
で
年
間
１
０
０
日

未
満
の
利
用
で
は
、
か
え
っ
て
故

障
が
多
く
な
る
。
経
年
劣
化
等
に

よ
り
維
持
管
理
費
が
増
加
し
て
き

て
、
平
成
26
年
度
維
持
管
理
費
は
、

約
３
３
５
万
円
か
か
っ
た
。
②
減

価
償
却
費
を
含
め
た
年
間
保
有
コ

ス
ト
は
４
６
０
万
円
程
で
、
昨
年

度
実
績
を
基
に
貸
切
バ
ス
に
切
り

替
え
た
場
合
、
年
間
で
３
９
０
万

円
と
な
り
70
万
円
ほ
ど
の
コ
ス
ト

削
減
が
図
ら
れ
る
。
③
現
状
で
バ

ス
を
売
却
す
る
場
合
、
５
０
０
万

円
程
度
が
見
込
ま
れ
る
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ポ
イ
ン
ト
事
業

　
　
　
　
　
　
本
市
の
取
り
組
み
は

い
よ
い
よ
始
動　
個
人
番
号
制
度

　

現
在
元
気
な
団
塊
世
代
に

よ
っ
て
高
齢
化
率
は
上
が
っ
て
い

る
が
、
介
護
認
定
者
は
減
少
し
て

い
る
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ポ
イ
ン
ト

制
度
は
、
今
後
予
想
さ
れ
る
介
護

認
定
者
の
増
加
と
そ
れ
に
反
比
例

す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
人
数
の
減

少
に
対
応
す
る
た
め
の
政
策
で
あ

る
。介

護
認
定
を
受
け
て
も
、
介
護

保
険
を
使
わ
ず
、
自
宅
で
の
介
護

の
た
め
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
ポ
イ

ン
ト
を
付
け
る
こ
と
で
生
活
支
援

の
担
い
手
を
作
っ
て
い
く
と
言
う

制
度
で
あ
る
と
思
う
が
本
市
の
取

り
組
み
は
ど
の
よ
う
か
。

　
「
ふ
く
し
お
助
け
隊
・
生
活

支
援
担
い
手
養
成
講
座
」
を
開
催

し
て
お
り
、
今
後
の
担
い
手
と
し

て
期
待
し
て
い
る
。
ま
た
平
成
29

年
度
か
ら
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ポ
イ

ン
ト
制
度
導
入
に
向
け
、
社
会
福

祉
協
議
会
と
連
携
し
て
本
市
の
実

情
に
あ
っ
た
制
度
と
な
る
よ
う
準

備
を
進
め
て
い
く
。

　

本
市
に
お
け
る
事
務
処
理
・

個
人
情
報
等
の
シ
ス
テ
ム
チ
ェ
ッ

ク
機
能
は
ど
の
よ
う
か
。

　

請
求
が
無
い
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
表
示
し
た

住
民
票
を
誤
交
付
し
た
と
の
ニ
ュ

ー
ス
報
道
が
あ
っ
た
が
、
本
市
で

は
交
付
す
る
場
合
、
申
請
書
に
記

載
さ
れ
た
内
容
と
交
付
す
る
証
明

書
の
内
容
を
複
数
の
職
員
で
確
認

す
る
こ
と
を
徹
底
し
て
い
る
。
ま

た
、
必
ず
申
請
者
に
も
確
認
し
て

い
た
だ
い
て
交
付
を
し
て
い
る
。

本
市
で
は
個
人
情
報
の
紛
失
や

流
出
防
止
の
た
め
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
と
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
処
理
す

る
シ
ス
テ
ム
を
分
離
し
て
お
り
、

庁
内
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
保
守
業
者

と
連
携
し
な
が
ら
不
審
な
通
信
が

行
な
わ
れ
て
い
な
い
か
随
時
チ
ェ

ッ
ク
作
業
を
実
施
し
て
い
く
。

大久保京子（新政みずなみ）

廃止される市公用バス

防災訓練

小木曽光佐子（新政みずなみ）
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穴
を
開
け
な
い
回
収
方
法
を

　
　
　
　
　
　
具
体
的
に
検
討
す
る

　

ス
プ
レ
ー
缶
・
カ
セ
ッ
ト
ボ

ン
ベ
に
穴
を
開
け
る
際
、
不
注
意

か
ら
全
国
で
爆
発
事
故
が
多
発
し

て
い
る
。

環
境
省
か
ら
は
平
成
27
年
６
月

25
日
に
「
穴
開
け
を
し
な
い
方
法

で
の
回
収
が
望
ま
し
い
」
と
の
通

知
が
出
た
が
、
本
市
に
お
い
て
は

ど
の
よ
う
な
対
策
を
と
る
か
。

　

現
在
は
不
燃
ゴ
ミ
と
し
て

回
収
し
て
お
り
、
集
積
場
へ
は
中

身
を
使
い
切
り
、
穴
を
開
け
て
ガ

ス
抜
き
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
と

し
て
い
る
。
浜
松
市
、
京
都
市
等

は
既
に
穴
を
開
け
な
い
方
法
で
回

収
、
名
古
屋
市
、
札
幌
市
も
移
行

を
表
明
し
て
い
る
。
環
境
省
の
ほ

か
、
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
等
も
危

険
防
止
の
た
め
、
穴
を
開
け
な
い

こ
と
を
推
奨
し
て
お
り
、
本
市
も

市
民
の
安
全

を
確
保
す
る

方
向
で
具
体

的
な
検
討
を

進
め
た
い
。

市
内
の
在
宅
医
療
の

　
　
　
　
　
　
現
状
は
ど
の
よ
う
か

在
宅
医
療
・
介
護
連
携
の
重
要
性
は

　

瑞
浪
市
内
の
医
療
機
関
の
数

と
、
そ
の
う
ち
、
在
宅
医
療
を
行

っ
て
い
る
数
は
ど
れ
だ
け
か
。

　

12
月
１
日
現
在
、
病
院
が
３

カ
所
、
医
科
の
診
療
所
が
26
カ
所
、

歯
科
の
診
療
所
が
19
カ
所
、
介
護

施
設
内
な
ど
の
診
療
所
が
８
カ
所

で
、
合
計
56
カ
所
あ
る
。

６
月
１
日
現
在
、
瑞
浪
市
に
お

い
て
、
24
時
間
・
３
６
５
日
体
制

で
往
診
や
訪
問
診
療
を
行
う
在
宅

療
養
支
援
診
療
所
と
し
て
、
保
健

所
に
届
け
出
を
し
て
い
る
医
科
の

診
療
所
は
な
い
が
、
在
宅
療
養
支

援
歯
科
診
療
所
は
14
カ
所
が
届
け

出
を
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
訪
問

看
護
に
つ
い
て
は
、
瑞
浪
病
院
と

４
ヶ
所
の
訪
問
看
護
事
業
所
で
実

施
さ
れ
て
い
る
。

　

厚
生
労
働
省
は
在
宅
医
療

を
担
う
医
師
を
増
や
す
た
め
、

２
０
０
６
年
に
「
在
宅
療
養
支
援

診
療
所
」
制
度
を
創
設
。
今
年
の

診
療
報
酬
改
定
で
も
、
急
増
す
る

高
齢
者
の
在
宅
医
療
を
地
域
の
「
か

か
り
つ
け
医
」
に
一
層
担
っ
て
も

ら
う
国
の
方
針
が
示
さ
れ
た
。
医

療
・
介
護
の
連
携
を
ど
の
よ
う
に

考
え
る
か
。

　

高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域

で
安
心
し
て
生
活
す
る
た
め
に
は
、

医
療
と
介
護
の
連
携
が
、
益
々
重

要
と
な
っ
て
く
る
。
今
後
は
、
医

師
・
歯
科
医
師
・
薬
剤
師
・
看
護
師
・

理
学
療
法
士
・
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー

な
ど
、
医
療
や
介
護
の
専
門
知
識

を
持
っ
た
、
他
職
種
の
皆
さ
ん
の

ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
地

域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に

向
け
て
、
取
り
組
ん
で
い
く
。

　

明
徳
橋
か
ら
バ
ロ
ー
方
面
に

至
る
４
０
０
ｍ
の
間
の
市
道
は
歩

道
の
整
備
が
な
さ
れ
て
い
な
い
。

土
岐
橋
の
架
け
替
え
工
事
が
計

画
さ
れ
、
高
校
生
を
は
じ
め
と
す

る
多
く
の
歩
行
者
が
こ
の
道
路
を

利
用
す
る
機
会
も
増
大
す
る
こ
と

が
予
想
さ
れ
る
。

歩
行
者
の
安
全
確
保
の
た
め
、

歩
道
整
備
の
必
要
性
が
大
き
く
早

急
な
対
応
を
望
む
。

　

最
近
の
土
岐
橋
の
交
通
量
調

査
の
結
果
、
平
日
の
午
前
５
時
か

ら
９
時
の
間
で
歩
行
者
は
２
，２

７
９
人
で
、
そ
の
う
ち
高
校
生
は

１
，６
０
０
人
程
度
で
あ
っ
た
。

土
岐
橋
の
架
け
替
え
を
す
る
場

合
、
工
事
期
間
は
２
年
以
上
の
長

期
に
わ
た
り
、
そ
の
間
高
校
生
は

明
徳
橋
経
由
で
登
下
校
す
る
と
予

想
さ
れ
る
。

交
通
安
全
上
の
危
険
度
が
増
す

た
め
、
今
後
歩
行
者
が
安
全
に
通

行
で
き
る
よ
う
、
歩
道
の
整
備
が

必
要
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、
事

業
費
用
を
検
証
し
て
決
定
し
た
い
。

歩
道
の
整
備
は
必
要

　
　
　
　
　
　
費
用
を
検
証
し
決
定

大島正弘（市民ファーム）

我家のスブレー缶類

訪問看護センターの役割

加藤輔之（新政みずなみ）

9

一　般　質　問



合
併
浄
化
槽
で
水
洗
化
率
向
上
を

需
要
増
に
合
わ
せ

　
　
　
　
　
学
業
支
援
員
の
充
実
を

　

公
共
下
水
道
、
農
業
集
落
排

水
の
整
備
区
域
外
で
は
汲
み
取

り
、
単
独
浄
化
槽
、
合
併
浄
化
槽

を
用
い
て
排
水
を
し
て
い
る
。
本

市
に
お
け
る
利
用
状
況
と
合
併
浄

化
槽
の
設
置
補
助
は
ど
の
よ
う

か
。

　

現
在
、
ト
イ
レ
以
外
の
排
水

を
処
理
で
き
な
い
単
独
浄
化
槽
の

新
設
は
禁
止
さ
れ
て
い
る
。
平
成

26
年
度
末
で
公
共
下
水
道
、
農
業

集
落
排
水
の
整
備
区
域
外
の
人
口

１
１
，１
６
８
人
の
う
ち
合
併
浄

化
槽
39
・
５
％
、
単
独
浄
化
槽

22
・
４
％
、
汲
み
取
り
38
・
１
％

の
利
用
が
あ
る
。
合
併
浄
化
槽
の

設
置
に
つ
い
て
は
５
人
槽
の
場

合
、
44
万
４
千
円
。（
国
、
県
、

市
が
３
分
の
１
ず
つ
負
担
）
さ
ら

に
市
独
自
の
補
助
を
上
乗
せ
し
、

高
度
処
理
型
で
合
計
77
万
７
千
円

の
補
助
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

る
。（
平
成
29
年
ま
で
は
年
間
１

０
０
基
分
交
付
予
定
）

合
併
浄
化
槽
推
進
に
向
け
、
し

尿
汲
み
取
り
時
に
切
り
替
え
を
促

す
書
類
配
布
を
検
討
す
る
。

　

学
業
支
援
員
派
遣
事
業
で
は

発
達
障
が
い
や
そ
の
傾
向
が
あ
る

児
童
生
徒
、
日
本
語
理
解
が
不
十

分
な
外
国
人
、
特
別
支
援
学
級
の

児
童
生
徒
へ
の
支
援
を
行
な
っ
て

い
る
。

子
ど
も
の
数
は
減
っ
て
も
支
援

の
必
要
な
生
徒
は
増
加
傾
向
に
あ

る
が
、
現
在
の
活
動
状
況
は
ど
の

よ
う
か
。

　

市
内
の
外
国
人
児
童
51
名

の
う
ち
、
日
本
語
指
導
が
必
要
な

生
徒
は
24
名
。
発
達
障
が
い
の
診

断
を
受
け
て
い
る
生
徒
と
多
動
傾

向
な
ど
学
習
や
行
動
上
で
気
に
な

る
児
童
生
徒
は
全
体
の
６
・
１
％
。

必
要
性
、
緊
急
性
を
考
慮
し
小
学

校
で
15
名
、
中
学
校
で
８
名
の
学

業
支
援
員
を
配
置
し
て
い
る
。

地
方
創
生
総
合
戦
略
で

　
　
　
　
　
人
口
減
少
に
歯
止
め
を

不
登
校
は
子
供
の
Ｓ
Ｏ
Ｓ

　
　
　
義
務
教
育
の
場
は
「
学
校
」

　

瑞
浪
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご

と
創
生
総
合
戦
略
が
10
月
に
策
定

さ
れ
た
。
基
本
目
標
に
「
安
定
し

た
雇
用
創
出
」「
新
し
い
人
の
流

れ
を
つ
く
る
」「
時
代
に
合
っ
た

地
域
づ
く
り
」
と
あ
る
。
目
標
に

対
す
る
市
長
の
考
え
は
ど
の
よ
う

か
。

　
「
や
り
が
い
を
持
っ
て
働
く

な
ら
瑞
浪
」
で
、
陶
磁
器
産
業
の

販
路
開
拓
を
支
援
。
企
業
誘
致
と

新
規
事
業
興
し
で
雇
用
を
創
出
。

農
林
業
・
畜
産
業
で
は
「
き
な

ぁ
た
瑞
浪
」
を
核
と
し
た
販
路
拡

大
。「
暮
し
始
め
る
な
ら
瑞
浪
」で
、

若
者
移
住
者
に
家
賃
補
助
。「
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
瑞
浪
」
で
、
防

災
情
報
シ
ス
テ
ム
整
備
。
総
合
戦

略
は
、
事
業
評
価
を
行
い
、
更
新

し
て
い
く
。

　

不
登
校
の
児
童
生
徒
が
増
え

て
、
保
護
者
の
悩
み
も
大
き
く
な

っ
て
い
る
。
本
市
は
「
こ
ぶ
し
教

室
」
と
学
校
で
対
応
し
て
い
る
が
、

市
内
の
状
況
は
ど
の
よ
う
か
。
義

務
教
育
修
了
認
定
は
、
社
会
に
出

る
と
き
必
要
で
あ
る
。
学
校
以
外

で
教
育
を
受
け
て
も
認
定
す
る
法

律
改
正
は
、
子
ど
も
が
教
育
を
受

け
る
権
利
が
外
さ
れ
る
。
子
ど
も

を
守
る
教
育
委
員
会
の
考
え
は
ど

の
よ
う
か
。

　

学
校
を
年
間
30
日
以
上
欠
席

す
る
児
童
は
、
小
学
校
全
児
童
の

０
・
47
％
、
中
学
校
で
は
３
・
74

％
が
昨
年
の
本
市
の
状
況
で
、
全

国
平
均
よ
り
高
い
。
フ
リ
ー
ス
ク

ー
ル
や
家
庭
学
習
で
の
義
務
教
育

修
了
認
定
は
来
年
国
会
に
議
員
提

案
で
出
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
教

育
水
準
の
確
保
・
個
別
支
援
方
針
・

判
断
基
準
な
ど
明
ら
か
に
さ
れ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

義
務
教
育
の
場
所
は
学
校
に
限

る
。
変

え
る
な

ら
慎
重

な
議
論

が
大
切

と
考
え

る
。

こぶし教室

学業支援の様子

舘林辰郎（日本共産党）

樋田翔太（清流会）
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ま
ち
づ
く
り
推
進
組
織

　
　
　
　
に
お
け
る
市
職
員
の
役
割

　

市
職
員
か
ら
な
る
「
ま
ち

づ
く
り
支
援
職
員
」
は
、
ま
ち
づ

く
り
推
進
組
織
に
入
り
込
ん
で
一

緒
に
な
っ
て
議
論
を
し
、
事
業
等

を
つ
く
り
あ
げ
る
べ
き
と
考
え
る

が
、
そ
の
役
割
は
ど
の
よ
う
か
。

　

ま
ち
づ
く
り
支
援
職
員
は
、

各
地
区
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
組
織

の
事
務
や
事
業
の
補
助
、
行
政
と

の
連
絡
調
整
と
い
っ
た
役
割
を
担

っ
て
い
る
。
ま
た
、
行
政
連
絡
支

援
職
員
と
し
て
全
職
員
を
各
地
区

に
配
置
し
て
い
る
。
ま
ち
づ
く
り

活
動
に
積
極
的
に
職
員
が
係
る
よ

う
に
進
め
て
い
る
。

「
ま
ち
づ
く
り
の
教
科
書
」

　
　
　
　
　
　
　
　
の
作
成
を
提
案

　

市
民
一
人
ひ
と
り
が
ま
ち
づ

く
り
に
参
加
で
き
る
よ
う
に
、
１

人
で
で
き
る
こ
と
、
10
人
で
で
き

る
こ
と
、
ま
ち
づ
く
り
推
進
組
織

で
で
き
る
こ
と
等
、
自
分
が
で
き

る
範
囲
で
ま
ち
づ
く
り
に
参
加
す

る
方
法
を
紹
介
す
る
「
ま
ち
づ
く

り
の
教
科
書
」
を
作
成
し
て
は
ど

う
か
。

　

ま
ち
づ
く
り
と
は
、
ま
ち
づ

く
り
基
本
条
例
に
あ
る
よ
う
に
市

民
、
議
会
、
行
政
の
立
場
で
そ
れ

ぞ
れ
が
で
き
る
こ
と
か
ら
取
り
組

ん
で
も
ら
う
も
の
で
あ
る
。
今
年

は
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
に
つ
い

て
、
チ
ラ
シ
の
作
成
や
広
報
み
ず

な
み
に
４
回
の
連
載
記
事
を
掲
載

す
る
こ
と
で
、
啓
発
を
行
っ
た
。

ま
た
、
現
在
ま
ち
づ
く
り
に
関

す
る
小
学
生
向
け
の
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
を
作
成
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の

チ
ラ
シ
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
活
用

し
、
よ
り
多
く
の
人
に
ま
ち
づ
く

り
に
参
加
し
て
も
ら
え
る
よ
う
、

啓
発
に
努
め
て
い
く
。

ド
ロ
ー
ン
の
導
入
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
市
の
見
解
は

福
祉
医
療
費
助
成
制
度
の

　
　
　
　
　
　
　
　
現
状
と
課
題
は

　

全
国
の
自
治
体
で
ド
ロ
ー
ン

の
導
入
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

本
市
に
お
い
て
も
多
方
面
で
の
活

用
を
検
討
し
、
導
入
を
進
め
る
べ

き
と
考
え
る
が
見
解
は
ど
の
よ
う

か
。

　

ド
ロ
ー
ン
が
社
会
の
様
々
な

場
面
で
の
活
用
に
大
き
な
可
能
性

を
持
つ
機
器
で
あ
る
こ
と
は
承
知

し
て
い
る
。
県
内
で
は
下
呂
市
消

防
本
部
や
関
市
消
防
団
が
災
害
時

や
水
難
事
故
な
ど
で
の
活
用
が
で

き
る
と
し
て
導
入
し
て
い
る
。
今

後
様
々
な
課
題
を
含
め
先
進
事
例

を
参
考
に
活
用
を
検
討
し
て
い

く
。

　

乳
幼
児
等
の
福
祉
医
療
費
助

成
事
業
に
よ
り
、
現
在
出
生
か
ら

義
務
教
育
終
了
ま
で
病
院
の
窓
口

で
の
自
己
負
担
が
無
料
化
さ
れ
て

い
る
。
就
学
前
の
乳
幼
児
に
つ
い

て
は
県
の
補
助
を
受
け
て
い
る
が
、

小
・
中
学
生
に
関
し
て
は
市
の
単

独
事
業
で
行
っ
て
い
る
。
無
料
の

為
に
安
易
な
受
診
に
繋
が
っ
て
い

る
の
で
は
な
い
か
と
懸
念
さ
れ
る

が
、
助
成
額
の
現
状
は
ど
の
よ
う

か
。
ま
た
課
題
が
あ
る
と
し
た
ら

ど
の
よ
う
な
こ
と
か
。

　

平
成
20
年
度
か
ら
始
め
た
事

業
で
、
21
年
度
は
受
給
者
３
，２

４
０
名
、
助
成
総
額
８
，７
１
９

万
円
。
26
年
度
は
受
給
者
数
２
，

７
８
２
名
、
助
成
総
額
は
４
％
増

の
９
，０
７
５
万
円
と
な
っ
て
い

る
。課

題
と
し
て
は
、
国
は
地
方
単

独
で
の
こ
う
し
た
事
業
に
対
し
国

民
健
康
保
険
事
業
の
国
庫
負
担
金

を
減
額
調
整
し
て
お
り
、
そ
の
額

は
約
１
，５
０
０
万
円
で
あ
る
。

小川祐輝（新政みずなみ）

基本条例パンフ

ドローン

石川文俊（新政みずなみ）
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総務文教委員会行政視察　10月27・28日

多
方
面
か
ら
高
齢
者
介
護
に
取
り
組
む
（
富
山
県
南
砺
市
）

地
域
医
療
、
在
宅
医
療
、
地
域
包
括
体
制
の
先
進
地
で
、
本
市
と
似
た
人
口

構
成
、
地
形
的
に
も
山
間
部
の
多
い
南
砺
市
の
実
践
を
学
ぶ
意
義
は
大
き
か
っ

た
。
南
砺
市
は
国
公
立
病
院
３
、
民
間
病
院
３
、
診
療
所
23
の
７
５
７
床
を
も

つ
市
で
あ
る
。
瑞
浪
市
は
民
間
病
院
３
、
診
療
所
29
、
病
床
６
３
２
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
条
件
の
な
か
で
医
療
福
祉
を
地
域
で
支
え
る
南
砺
の
制
度
は
参
考
に

な
る
。
在
宅
医
療
が
定
着
し
地
域
包
括
セ
ン
タ
ー
と
地
域
が
連
携
し
て
い
る
。

医
療
現
場
は
医
師
・
看
護
師
な
ど
専
門
家
集
団
で
充
実
し
て
い
る
。
こ
れ
に

地
域
医
療
・
地
域
活
性
化
マ
イ
ス
タ
ー
養
成
講
座
を
継
続
し
て
専
門
家
集
団
と

地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
が
研
修
し
て
い
る
。
地
域
医
療
再
生
マ
イ
ス
タ
ー
養

成
講
座
の
卒
業
生
は
、
平
成
25
年
ま
で
に
２
１
０
人
と
な
っ
た
が
、
地
域
住
民

に
は
地
域
医
療
の
た
め
に
自
分
た
ち
に
何
が
で
き
る
か
と
い
う
意
識
が
生
ま

れ
、
自
主
的
な
活
動
が
活
発
に
な
っ
た
。
在
宅
看
取
り
も
年
間
50
～
60
件
と
な

っ
て
い
る
。

富
山
型
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
に
学
ぶ
（
富
山
市
）

「
富
山
型
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
」
は
、
本
市
の
宅
老
所
の
活
動
の
原
点
と
も
言
え

る
。
こ
こ
で
は
高
齢
者
と
障
が
い
者
と
幼
児
の
三
者
が
地
域
で
一
緒
に
過
ご
し

て
い
る
。
施
設
は
静
か
な
雰
囲
気
と
い
う

概
念
が
一
掃
さ
れ
た
。
大
声
が
飛
び
交

う
。
元
気
な
施
設
で
の
び
の
び
し
て
い

る
。
障
が
い
者
の
皆
さ
ん
が
施
設
説
明
を

職
員
と
と
も
に
す
る
。
視
察
訪
問
が
有
料

の
た
め
働
く
喜
び
に
つ
な
が
る
。
富
山
県

内
に
同
様
の
施
設
が
53
箇
所
あ
る
。
障
が

い
者
の
皆
さ
ん
の
働
き
場
と
し
て
も
示
唆

を
う
け
た
。

　
　
　
民
生
福
祉
委
員
長
　
加
藤
　
輔
之

ス
ー
パ
ー
エ
コ
ス
ク
ー
ル
実
証
事
業
（
奈
良
県
生
駒
市
）

こ
れ
は
文
部
科
学
省
が
公
立
の
小
・
中
学
校
で
省
エ
ネ
や
創
エ
ネ
に
よ
り
学

校
で
使
う
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
実
質
ゼ
ロ
に
す
る
こ
と
を
目
指
す
も
の
で
、
本
市
も

平
成
31
年
４
月
開
校
予
定
の
（
仮
称
）
瑞
浪
北
中
学
校
で
採
択
さ
れ
た
。
生
駒

市
鹿
ノ
台
中
学
校
の
太
陽
光
発
電
設
備
は
百
ｋ
ｗ
２
基
、
風
力
発
電
施
設
は
小

型
な
も
の
で
教
育
活
用
、
窓
ガ
ラ
ス
は
ペ
ア
ガ
ラ
ス
、
教
室
間
仕
切
壁
を
断
熱

化
、
照
明
は
す
べ
て
Ｌ
Ｅ
Ｄ
、
照
度
を
デ
ジ
タ
ル
化
し
て
管
理
を
す
る
。
環
境

教
育
で
は
、
足
踏
み
発
電
設
備
や
雨
水
を
溜
め
て
利
用
す
る
設
備
等
が
あ
り
参

考
と
な
っ
た
。

市
民
提
案
型
ま
ち
づ
く
り
活
動
支
援
交
付
金
事
業

 

（
京
都
府
南
丹
市
）

交
付
金
の
目
的
は
、
ま
ち
づ
く
り
が
活
発
に
展
開
さ
れ
、
将
来
に
わ
た
り
市

民
が
誇
り
を
持
っ
て
個
性
と
魅
力
あ
る
社
会
を
目
指
す
た
め
と
し
て
い
る
。
交

付
対
象
団
体
は
一
般
市
民
枠
と
学
生
チ
ャ
レ
ン
ジ
枠
の
二
つ
。
事
業
テ
ー
マ

も
、
市
が
設
定
す
る
も
の
と
、
市
民
が
自
由
に
設
定
で
き
る
二
種
類
が
あ
る
。

交
付
金
額
は
、
一
般
が
20
万
円
、
学
生
チ
ャ
レ
ン
ジ
が
10
万
円
と
な
っ
て
い

た
。
大
学
や
専
門
学
校
の
生
徒
が
三
千
名
も
行
き
交
う
ま
ち
で
、
若
者
を
ま
ち

づ
く
り
に
参
加
さ
せ
る
施
策
を
と
っ
て
い

る
。事

業
提
案
や
活
動
展
開
が
困
難
な
時
は

市
が
支
援
し
た
り
、
「
南
丹
市
ま
ち
づ
く

り
デ
ザ
イ
ン
セ
ン
タ
ー
」
に
お
け
る
専
門

家
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
助
言
・
指
導
が
、

交
付
金
事
業
に
参
加
し
や
す
い
役
割
を
果

た
し
て
い
た
。
本
市
で
も
こ
の
よ
う
な
支

援
組
織
の
必
要
性
を
感
じ
た
。

　
　
　
総
務
文
教
委
員
長
　
舘
林
　
辰
郎

まちづくりデザインセンター

富山市視察の様子

民生福祉委員会行政視察　10月14・15日
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委員会が変わります
平
成
27
年
12
月
議
会
に
お
い
て
、
議
会
運
営
委
員
会

提
案
で
上
程
し
た
「
瑞
浪
市
議
会
委
員
会
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
」
が
可
決
さ
れ
、

こ
の
２
月
22
日
か
ら
施
行
さ
れ
る
こ
と
な
っ
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
「
総
務
文
教
委
員
会
」
の
所
管
の
う

ち
、
教
育
委
員
会
が
従
前
の
「
民
生
福
祉
委
員
会
」
へ

移
管
さ
れ
る
。
ま
た
名
称
も
、
総
務
文
教
委
員
会
が
総

務
委
員
会
に
、
民
生
福
祉
委
員
会
が
民
生
文
教
委
員
会

に
変
更
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

改
正
後
の
２
委
員
会
の
所
管
事
項
は
次
の
と
お
り
。

な
お
、
経
済
建
設
委
員
会
に
変
更
は
な
い
。

※朱書きが変更点

総務委員会所管事項
・総務部・まちづくり推進部・会計室
・消防本部・選挙管理委員会・監査委員
・公平委員会
・他の常任委員会の所管に属さない事項

民生文教委員会所管事項
・民生部
・福祉事務所
・教育委員会

○山梨県南アルプス市　総務常任委員会・産業土木委員会合同（27.11.12）
　「ステンレス鋼板製配水池の導入状況について」

○愛知県岡崎市議会、西尾市議会、幸田町議会　公明党議員合同（28.１.14）
　「デジタル防災同報システムについて」

行政視察の受け入れ実績

瑞浪恵那道路中心杭打ち式
昨
年
11
月
21
日
、
釜
戸
小
学
校
体
育
館

に
お
い
て
、
「
国
道
19
号
瑞
浪
恵
那
道
路

（
瑞
浪
～
恵
那
武
並
）
中
心
杭
打
ち
式
」

が
国
土
交
通
省
多
治
見
砂
防
国
道
事
務
所

並
び
に
瑞
浪
・
恵
那
両
市
の
主
催
に
よ
り

関
係
者
約
１
５
０
名
が
参
加
し
執
り
行
わ

れ
た
。

四
半
世
紀
に
わ
た
る
要
望
活
動
が
実

り
、
ま
ず
は
一
部
区
間
8
・
２
キ
ロ
の
事

業
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。

国
で
は
、
平
成
28
年
度
以
降
に
設
計
、

用
地
買
収
、
工
事
を
進
め
る
と
し
て
い

る
。１

日
も
早
い
全
線
開
通
に
向
け
「
国
道

19
号
瑞
浪
恵
那
道
路
促
進
議
員
連
盟
」
も

今
後
、
手
を
緩
め
ず
要
望
活
動
に
力
を
注

い
で
い
き
ま
す
。

南アルプス市来訪

瑞
浪
恵
那
道
路
中
心
杭
（
初
杭
）
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期
待
さ
れ
る
人
・
注
目
さ
れ
る
人

平
成
27
年
の
瑞
浪
市
議
会
は
、
定
例
会

４
回
、
臨
時
会
２
回
と
計
６
回
の
議
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
状
況
を
振
り
返
る
と
通
年

議
会
と
同
等
の
議
会
活
動
で
あ
っ
た
よ
う

な
気
が
し
ま
す
。

昨
年
２
月
の
議
員
改
選
か
ら
、
は
や
１

年
が
過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
る
が
、
１
年
間

の
議
員
活
動
の
反
省
を
行
う
議
員
、
来
期

に
対
す
る
抱
負
を
考
え
る
議
員
が
い
る
中

で
、
最
近
気
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

社
会
の
様
々
な
業
界
の
中
で
「
期
待
さ

れ
る
人
」
と
「
注
目
さ
れ
る
人
」
が
い
る

と
思
い
ま
す
が
、
さ
て
自
分
は
ど
ち
ら
で

あ
る
か
考
え
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

「
注
目
さ
れ
る
人
」
と
は
、
結
果
に
対

し
て
は
、
さ
ほ
ど
と
や
か
く
言
わ
れ
な
い

で
し
ょ
う
。「
期
待
さ
れ
る
人
」
は
、
最

終
的
に
結
果
を
求
め
ら
れ
る
人
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。

「
注
目
さ
れ
期
待
さ
れ
る
人
」
と
な
る

に
は
、
そ
れ
相
当
の
努
力
家
で
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

切
磋
琢
磨
し
て
が
ん
ば
ら
ね
ば
・・・・・
。

議
会
広
報
広
聴
委
員
会

 

委
員
　
成
　
瀬
　
徳
　
夫

◆
会
期

　
2
月
24
日（
水
）〜
3
月
23
日（
水
）

◆
市
政
一
般
質
問

　
3
月
10
日（
木
）９
時
〜

　
3
月
11
日（
金
）９
時
〜

3
月
定
例
会
の
予
定

編
集
後
記

案　件 議案番号 議　　　案　　　名 付託先 審議結果

承認案件
承第 5号 専決処分の承認について（平成 27 年度専第４号瑞浪市議会の議員その他非常勤

の職員の公務災害補償等に関する条例の一部を改正する条例の制定について） 省　　略 原案可決

承第 6号 専決処分の承認について（平成２７年度専第５号瑞浪市消防団員等公務災害補償
条例の一部を改正する条例の制定について） 省　　略 原案可決

人事案件 議第 95 号 瑞浪市固定資産評価審査委員会委員の選任につき同意を求めることについて 省　　略 原案同意

条例案件

議第 63 号 瑞浪市行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律
に基づく個人番号の利用に関する条例の制定について 総務文教 原案可決

議第 64 号 瑞浪市税条例等の一部を改正する条例の制定について 総務文教 原案可決
議第 65 号 瑞浪市空き家等の適正管理に関する条例を廃止する条例の制定について 総務文教 原案可決
議第 66 号 瑞浪市国民健康保険条例の一部を改正する条例の制定について 民生福祉 原案可決
議第 67 号 瑞浪市介護保険条例の一部を改正する条例の制定について 民生福祉 原案可決
議第 68 号 瑞浪市指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関する基準を定め

る条例等の一部を改正する条例の制定について 民生福祉 原案可決
議第 69 号 瑞浪市空家等対策協議会設置条例の制定について 経済建設 原案可決
議第 70 号 瑞浪市景観条例の制定について 経済建設 原案可決
議第 71 号 瑞浪市非常勤の特別職職員の報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条

例の制定について 経済建設 原案可決
議第 72 号 瑞浪市中小企業小口融資条例の一部を改正する条例の制定について 経済建設 原案可決
議第 73 号 瑞浪市大湫町旧森川訓行家住宅の設置及び管理に関する条例の制定について 経済建設 原案可決
議第 74 号 瑞浪市産業振興センターの設置及び管理に関する条例の制定について 経済建設 原案可決
議第 75 号 瑞浪市窯業技術研究所の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例の制定

について 経済建設 原案可決
議第 76 号 瑞浪市水道事業の設置等に関する条例の一部を改正する条例の制定について 経済建設 原案可決
議第 77 号 瑞浪市上下水道事業経営審議会設置条例の一部を改正する条例の制定について 経済建設 原案可決
議第 78 号 瑞浪市企業職員の給与の種類及び基準に関する条例の一部を改正する条例の制定

について 経済建設 原案可決
議第 79 号 瑞浪市水道事業給水条例の一部を改正する条例の制定について 経済建設 原案可決
議第 80 号 瑞浪市下水道条例の一部を改正する条例の制定について 経済建設 原案可決
議第 81 号 瑞浪市公共下水道の構造の技術上の基準等に関する条例の一部を改正する条例の

制定について 経済建設 原案可決

議第 82 号 瑞浪市都市計画下水道事業受益者負担に関する条例の一部を改正する条例の制定
について 経済建設 原案可決

議第 83 号 瑞浪市農業集落排水処理施設の設置等に関する条例の一部を改正する条例の制定
について 経済建設 原案可決

その他の
案件

議第 84 号 指定管理者の指定について 総務文教 原案可決
議第 85 号 指定管理者の指定について 民生福祉 原案可決
議第 86 号 指定管理者の指定について 民生福祉 原案可決
議第 87 号 指定管理者の指定について 民生福祉 原案可決
議第 88 号 指定管理者の指定について 民生福祉 原案可決
議第 89 号 指定管理者の指定について 民生福祉 原案可決
議第 90 号 指定管理者の指定について 民生福祉 原案可決
議第 91 号 市道路線の廃止について 経済建設 原案可決
議第 92 号 市道路線の認定について 経済建設 原案可決
議第 93 号 市道路線の廃止について 経済建設 原案可決
議第 94 号 市道路線の認定について 経済建設 原案可決

予算案件

議第 96 号 平成 27 年度瑞浪市一般会計補正予算（第４号） 3委員会 原案可決
議第 97 号 平成 27 年度瑞浪市国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号） 民生福祉 原案可決
議第 98 号 平成 27 年度瑞浪市介護保険事業特別会計補正予算（第２号） 民生福祉 原案可決
議第 99 号 平成 27 年度瑞浪市駐車場事業特別会計補正予算（第２号） 経済建設 原案可決
議第 100 号 平成 27 年度瑞浪市下水道事業特別会計補正予算（第１号） 経済建設 原案可決
議第 101 号 平成 27 年度瑞浪市一般会計補正予算（第５号） 総務文教 原案可決

条例案件 発議第 4号 瑞浪市議会委員会条例の一部を改正する条例の制定について 省　　略 原案可決
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議決結果一覧　編集後記

12 月議会議決結果一覧 （全会一致）


